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第
１
章　

海
洋
プ
ラ
ご
み
問
題
入
門

　

環
境
に
排
出
さ
れ
て
も
分
解
し
に
く
く
、
水
に
浮
か
ぶ
性
質
の
た
め
、
半
永
久
的
に
海
洋
を
漂
い
続

け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
、
途
上
国
を
含
め
世
界
中
で
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
食
品
包
装
、

容
器
、
製
品
包
装
、
医
療
器
材
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
普
及
す
る
に

つ
れ
、
事
態
は
深
刻
化
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
海
洋
プ
ラ
ご
み
問
題
は
、
大
気
汚
染
や
Ｐ
Ｍ
2.5
な
ど

と
同
じ
く
、
発
生
源
対
策
で
解
決
が
可
能
な
環
境
問
題
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
効
率
的
な

処
理
技
術
を
開
発
し
、
適
切
な
漏
出
対
策
や
回
収
を
適
正
な
コ
ス
ト
、
適
正
な
社
会
負
担
で
粛
々
と
実

施
す
れ
ば
解
決
が
近
づ
く
は
ず
だ
、
と
。

　

だ
が
海
洋
プ
ラ
ご
み
問
題
は
欧
州
に
お
い
て
特
に
、
単
な
る
環
境
問
題
の
次
元
を
超
え
、
浪
費
型
の

経
済
を
循
環
型
経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
に
転
換
し
よ
う
と
い
う
、
一
種
の
経
済
革
命

運
動
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
直
接
的
な
ト
リ
ガ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
７
年
に
始
ま
っ
た

中
国
に
よ
る
廃
プ
ラ
輸
入
禁
止
で
あ
る
。
日
本
を
含
め
、
廃
プ
ラ
を
大
量
に
排
出
し
て
い
る
先
進
諸
国

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
を
当
て
に
し
た
廃
プ
ラ
処
理
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
国
連
環
境
計
画
、
国
連
環
境
総
会
な
ど
を
足
が
か
り
に
、
自
前
の
経
済
革
命
運
動
を
世
界

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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に
向
け
て
展
開
し
よ
う
と
は
か
る
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
、
そ
れ
を
断
固
拒
絶
す
る
米
国
と
の
間
で
、

国
際
政
治
に
お
け
る
対
立
軸
と
化
し
て
い
る
。
プ
ラ
ご
み
を
巡
る
議
論
は
、
２
０
１
８
年
６
月
の
Ｇ
７

仏
シ
ャ
ル
ル
ボ
ワ
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
日
本
と
米
国
が
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
憲
章
へ
の
署
名
を
拒
否
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
環
境
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
モ
ラ
ル
の
域
を
超
え
、
政
治
・

経
済
を
揺
る
が
す
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

経
済
革
命
運
動
と
い
っ
た
が
、
革
命
の
図
式
で
い
う
と
Ｅ
Ｕ
は
民
衆
を
巻
き
込
ん
だ
革
命
推
進
派
、

米
国
は
保
守
派
、
日
本
は
穏
健
な
改
革
派
、
と
い
っ
た
位
置
に
い
る
。
日
本
が
穏
健
な
改
革
派
の
立
場

に
立
た
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
50
年
以
上
に
わ
た
る
苦
闘
の
歴
史
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
。
国
際
政
治
か
ら
話
題
が
前
後
す
る
が
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
プ
ラ
ご
み
対
策

に
つ
い
て
振
り
返
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

▼
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
優
秀

　

年
配
の
方
は
も
ち
ろ
ん
ご
存
知
だ
ろ
う
が
、
日
本
で
ご
み
が
環
境
問
題
化
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て

で
は
な
く
、
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
。
東
京
都
で
は
１
９
５
０
年
代
に
す
で
に
陸
上
の
埋
立
地

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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が
満
杯
と
な
っ
て
お
り
、
１
９
７
０
年
代
に
は
、
明
治
以
前
か
ら
大
量
の
ご
み
を
海
面
埋
立
地
に
受
け

入
れ
て
き
た
江
東
区
と
、
自
区
内
へ
の
ご
み
処
理
場
建
設
に
反
対
す
る
杉
並
区
が
対
立
、
江
東
区
が
杉

並
区
か
ら
の
ご
み
運
搬
車
の
受
け
入
れ
を
拒
否
す
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
「
東
京
ご
み
戦
争
」
も
起

き
て
い
る
。

　

ま
た
日
本
に
お
い
て
は
、
市
民
・
行
政
に
よ
る
河
川
や
海
の
ご
み
清
掃
活
動
が
始
ま
っ
た
時
期
も
早
く
、

１
９
６
４
年
の
前
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
全

国
的
に
恒
常
化
す
る
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
１
９
９
０
年
代
の
こ
と
だ
。

　

１
９
９
５
年
に
制
定
さ
れ
、
２
０
０
０
年
に
完
全
施
行
さ
れ
た
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
以
降
、

収
集
を
担
当
す
る
自
治
体
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
界
、
食
品
・
飲
料
業
界
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
産
業
、
週

に
何
度
か
、
き
ち
ん
と
朝
の
分
別
ご
み
出
し
を
行
う
習
慣
の
定
着
な
ど
、
様
々
な
次
元
に
お
け
る
国
民

的
努
力
に
支
え
ら
れ
、
日
本
の
ご
み
収
集
・
処
理
の
シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
進
歩
し
て
き
た
。
日
本
の
廃

棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
は
、
年
間
に
発
生
す
る
９
０
３
万
ト
ン
（
２
０
１
７
年
）
も
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
ほ
と
ん
ど
を
環
境
に
出
す
こ
と
な
く
、
適
正
に
処
理
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
の
よ
う
に
、

廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
遅
れ
、
河
川
や
海
に
大
量
の
ご
み
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
続
け
て
い
る
地

域
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
優
秀
な
も
の
だ
。

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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数
々
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
空
き
容
器
の
回
収
シ
ス
テ
ム
構
築
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
規
格
統
一
と
改
良

設
計
な
ど
、
業
界
を
挙
げ
て
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
食
品
業
界
の
功
績
は
、
賞
賛
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
も
の
だ
。
彼
ら
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
我
々
は
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を

世
界
に
誇
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
86
％
（
２
０
１
７
年
）
と
い
う
高
い
有
効
利
用
率
を
前
提
に
、
胸
を
張
っ

て
国
際
社
会
と
対
話
が
で
き
る
。

▼
日
本
の
廃
プ
ラ
排
出
量
は
２
０
１
７
年
で
９
０
３
万
ト
ン

　

日
本
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
利
用
協
会
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製
造
か
ら
廃
棄
・
再
資
源
化
・
処

理
処
分
ま
で
の
資
源
循
環
に
つ
い
て
、
統
計
や
調
査
を
駆
使
し
た
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
図
を
作
成
し
て

お
り
、
毎
年
12
月
頃
に
改
訂
版
が
公
表
さ
れ
る
。
こ
の
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
図
は
、
日
本
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
議
論
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
国
家
戦
略
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
戦
略
」
の
検
討
に
も
使
わ
れ
た
重
要
な
も
の
だ
。
こ
れ
に
よ
る
と
日
本
の
２
０
１
７
年
に

お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
量
は
１
１
０
２
万
ト
ン
（
前
年
比
27
万
ト
ン
増
、
プ
ラ
ス
2.5
％
）
、
廃
棄

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
総
排
出
量
は
９
０
３
万
ト
ン
（
前
年
比
４
万
ト
ン
増
、
プ
ラ
ス
0.5
％
）
と
さ
れ
る
。

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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廃
プ
ラ
の
処
理
方
法
別
に
内
訳
を
見
て
い
く
と
、
廃
プ
ラ
を
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
に
す
る
「
マ

テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
２
１
１
万
ト
ン
で
、
中
国
や
香
港
を
中
心
に
再
生
原
料
と
し
て
輸
出
さ
れ

た
１
２
９
万
ト
ン
も
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

廃
プ
ラ
を
コ
ー
ク
ス
の
代
わ
り
に
還
元
剤
と
し
て
製
鉄
に
利
用
す
る
「
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
は

40
万
ト
ン
。
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
他
に
ガ
ス
化
や
油
化
の
技
術
も
２
０
０
０
年
代
か
ら
実
用
化

さ
れ
、
事
業
化
さ
れ
て
い
た
が
、
原
料
確
保
と
コ
ス
ト
の
問
題
が
ク
リ
ア
で
き
ず
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
の
不
況
期
で
あ
る
２
０
１
０
年
前
後
に
相
次
い
で
撤
退
し
た
。

　

以
前
は
埋
め
立
て
て
い
た
廃
プ
ラ
を
焼
却
し
て
、
熱
利
用
、
発
電
、
セ
メ
ン
ト
の
原
料
・
燃
料
化
、

固
形
燃
料
化
な
ど
の
方
法
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す
る
「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
熱
回
収
）
」
は
、

５
２
４
万
ト
ン
を
占
め
る
。
日
本
で
は
マ
テ
リ
ア
ル
・
ケ
ミ
カ
ル
・
サ
ー
マ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
有
効

利
用
の
範
囲
と
し
て
お
り
、
廃
プ
ラ
総
排
出
量
９
０
３
万
ト
ン
に
対
し
て
７
７
５
万
ト
ン
、
有
効
利
用

率
は
86
％
で
あ
る
。

　

こ
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
伴
う
処
分
方
法
で
あ
る
た
め
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
環

境
学
の
研
究
者
か
ら
の
批
判
の
声
が
強
く
、
プ
ラ
循
環
戦
略
の
検
討
中
に
も
し
ば
し
ば
議
論
と
な
っ
た
。

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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処理・処分段階

未利用
128万t
（14%）

単純焼却

埋め立て

出典：（一社）プラスチック循環利用協会資料より作成

有効利用
775万t （86%）

■プラスチックのマテリアルフロー図（2017年）

マテリアル
リサイクル
211万ｔ

(うち輸出129万トン)

ケミカル
リサイクル
40万ｔ

エネルギー回収
（サーマルリサイクル）

524万ｔ

日本では年間約900万トンのプラスチックを排出している。食品産業に由来するものは「包装・容器
等／コンテナ類」と「その他」の内数に含まれる。

排出されたプラスチックはエネルギー回収（サーマルリサイクル）も含めれば、86%が有効利用さ
れている。これに対し、世界の廃プラスチックは14～18％がリサイクル、24％が焼却、残りは不法に
投棄/焼却されている。（環境省資料「OECDの環境総局/環境政策委員会 2018年5月 再生プラス
チック市場に関する報告書」より）

製造・利用段階 国内樹脂製品消費量
1,012万t

包装・容器等／コンテナ類
412万t（40.7%)

【主な製品】食品・洗剤容器、
トレイ、レジ袋、発泡スチロール

農林・水産
14万t（1.4%)
【主な製品】マルチ、
ハウス用プラスチック、
魚網、フロート（浮
き）

その他
586万t（57.9%)
【主な製品】家庭用品
（食器を含む）、電
気・電子機器、建材、
輸送資材

排出段階 廃プラ総排出量
903万t

一般廃棄物 418万t
産業廃棄物 485万t

包装・容器等／コンテナ類
415万t （46.0%)

一廃：327万t
産廃：89万t

農林・水産
12万t（1.3%)

すべて産廃

その他
476万t
（52.7%)
一廃：91万t
産廃：384万t

0
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し
か
し
砂
漠
の
よ
う
な
広
大
な
未
利
用
地
を
有
す
る
国
な
ら
幾
ら
で
も
埋
め
立
て
処
分
で
き
る
が
、
国

土
が
狭
く
未
利
用
地
も
少
な
い
日
本
で
は
、
大
量
に
発
生
す
る
プ
ラ
ご
み
で
埋
め
立
て
処
分
場
は
す
ぐ

に
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
い
、
処
分
場
用
地
の
確
保
も
容
易
で
は
な
い
。
過
剰
な
コ
ス
ト
を
掛
け
ず
に
処

分
す
る
に
は
、
焼
却
し
て
容
積
を
減
ら
す
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
２
０
１
６
年
度
時
点
で

発
電
設
備
の
あ
る
ご
み
焼
却
施
設
は
、
全
ご
み
焼
却
施
設
の
32
％
に
あ
た
る
３
５
８
個
所
を
占
め
、
発

電
能
力
合
計
は
１
９
８
１
MW
に
達
し
て
い
る
。
平
成
28
年
度
の
総
発
電
電
力
量
は
88
億
㎾
時
で
、
家
庭

な
ら
ば
約
２
９
５
万
世
帯
分
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
年
間
使
用
電
力
量
が
58
億
㎾
時
な
の
で
、
こ

れ
を
余
裕
で
賄
え
る
。

　

単
純
焼
却
処
理
や
埋
立
処
分
さ
れ
る
「
未
利
用
廃
プ
ラ
」
の
量
は
１
２
８
万
ト
ン
と
前
年
比
で
8.7
％

減
少
し
て
い
る
。
究
極
的
に
は
こ
の
未
利
用
廃
プ
ラ
を
ゼ
ロ
に
す
る
、
と
い
う
の
が
循
環
型
社
会
の
ひ

と
つ
の
到
達
目
標
で
あ
る
。

▼
飲
料
・
食
品
産
業
の
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

　

日
本
で
は
１
９
９
５
年
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法(
容
リ
法
、
正
式
名
称
は
「
容
器
包
装
に
係
る

分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」)

が
制
定
さ
れ
、
１
９
９
７
年
に
施
行
さ
れ
た
。

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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制
定
当
時
、
日
本
で
は
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
が
不
足
し
、
石
油
を
は
じ
め
と
す
る
天
然
資
源
の
枯
渇

と
い
っ
た
問
題
も
顕
在
化
。
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
60
％(

容
積
比)

が
容
器
包
装
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
問
題
へ
の
対
応
と
経
済
発
展
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
制
定
さ
れ
た
の
が
容
リ

法
だ
。

　

日
本
で
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
急
速
に
工
業
化
が
進
み
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
手
に
し
た
が
、
そ

の
裏
で
公
害
や
ご
み
処
分
場
不
足
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
、
地
球
環
境
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

思
い
知
っ
た
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
時
代
を
突
き
進
む
中
で
得
ら
れ
た
苦
い
教
訓
だ
。
容
リ
法
は

容
器
包
装
ご
み
を
資
源
と
し
て
有
効
活
用
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

３
Ｒ(

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル)

の
取
り
組
み
を
基
本
と
す
る
循
環
型
社
会
を
構
築

す
る
先
駆
け
と
な
っ
た
。

　

容
リ
法
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
再
生
資
源
と
し
て
利
用
が
可
能
な

容
器
包
装
を
対
象
と
し
て
い
る
。
同
法
に
よ
り
、
消
費
者
は
各
市
町
村
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
容
器
包

装
を
分
別
排
出
し
、
市
町
村
は
容
器
包
装
廃
棄
物
を
分
別
し
て
収
集
、
容
器
包
装
の
製
造
・
利
用
・
輸

入
な
ど
を
行
う
事
業
者
は
リ
サ
イ
ク
ル(

再
商
品
化)
の
責
務
を
負
う
と
い
う
形
で
、
各
主
体
の
役
割

分
担
が
明
確
化
さ
れ
た
。

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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飲
料
・
食
品
産
業
で
は
、
８
つ(

ガ
ラ
ス
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
紙
製
容
器
包
装
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
ス
チ
ー
ル

缶
、
ア
ル
ミ
缶
、
飲
料
用
紙
容
器
、
段
ボ
ー
ル)

の
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
団
体
が
「
３
Ｒ
推
進
団
体
連
絡
会
」
を
２
０
０
５
年
12
月
に

設
立
し
た
。
同
会
で
は
容
器
包
装
の
３
Ｒ
を
推
進
す
る
た
め
の
「
自

主
行
動
計
画
」
を
５
年
単
位
で
取
り
ま
と
め
て
お
り
、
２
０
１
６

年
６
月
に
２
０
２
０
年
度
を
目
標
年
と
す
る
第
３
次
自
主
行
動
計

画
を
公
表
し
た
。
分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

は
２
０
２
０
年
度
に
１
本
当
た
り
の
平
均
重
量
で
25
％
の
軽
量
化

(

２
０
０
４
年
度
対
比)

、
並
び
に
リ
サ
イ
ク
ル
率
85
％
以
上
の
維

持
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
２
０
１
７
年
度
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
84
・
８
％

だ
っ
た
。
第
３
次
自
主
行
動
計
画
で
目
標
と
す
る
85
％
以
上
の
維

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門

■日米欧のＰＥＴボトルリサイクル状況

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

リサイクル率 85.0% 85.8% 82.6% 86.7% 83.9% 84.8%

回収率 90.5% 91.3% 93.5% 92.4% 88.9% 92.2%

販売量(千t) 583 579 569 563 596 587

リサイクル率 37.5% 40.7% 39.3% 41.2% 41.0% 41.8%

回収率 52.3% 55.9% 57.2% 59.1% 59.8% 61.5%

販売量(千t) 3,204 2,935 3,062 3,119 3,146 3,207

リサイクル率 21.1% 22.6% 21.6% 21.7% 20.1% 20.9%

回収率 30.8% 31.2% 31.0% 30.1% 28.4% 29.2%

販売量(千t) 2,534 2,615 2,653 2,708 2,800 2,682

米国

欧州

日本

出典：ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会
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持
に
は
わ
ず
か
に
届
か
な
か
っ
た
が
、
欧
州
や
米
国
と
比
べ
る
と
、
日
本
が
い
か
に
高
い
水
準
を
維

持
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。
一
方
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
並
行
し
て
推
進
し
て
い
る
軽
量
化
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年
度
時
点
で
23
・
９
％(

２
０
１
６
年
度
時
点
で
は
23
％)

に
達
し
、
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。

　

飲
料
・
食
品
産
業
界
は
自
主
行
動
計
画
も
含
め
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
３
Ｒ
の
推
進
に
尽
力
し
て

お
り
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
一
方
の
化
学
産
業
界
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
は
「
素
材
開

発
の
形
で
の
協
力
」
に
留
ま
っ
て
お
り
、
飲
料
・
食
品
産
業
界
か
ら
は
化
学
産
業
界
に
対
す
る
不
信
感

も
滲
む
。
海
洋
プ
ラ
ご
み
問
題
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
化
学
産
業
界
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
き
た
中
、

「
回
収
し
た
廃
プ
ラ
の
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
は
、
化
学
業
界
で
果
た
せ
る
役
割
が
あ
る
は
ず
」

(

プ
ラ
製
品
業
界
団
体
幹
部)

な
ど
、
化
学
産
業
界
に
よ
る
具
体
策
を
望
む
声
も
挙
が
っ
て
い
る
。

▼
３
Ｒ
で
プ
ラ
ご
み
は
減
る
の
か

　

２
０
０
０
年
に
公
布
さ
れ
た
「
循
環
基
本
法
」
に
よ
っ
て
初
め
て
「
３
Ｒ
」
と
い
う
言
葉
が
社
会
に

広
ま
り
、
今
や
少
な
く
と
も
「
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
う
ち
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

と
い
う
言
葉
は
皆
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
３
Ｒ
を
意
識
し
た
生
活
が
一
般
に
定
着
し
た
か
ど
う
か

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
環
境
意
識
を
啓
発
す
る
と
い
う
面
で
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

容
器
製
造
・
利
用
業
界
で
は
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
「
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
で
対
象
と
な
る
ガ
ラ
ス
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
製
容
器
包
装
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
包
装
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶
、
飲
料
用
紙
容
器
、
段
ボ
ー
ル
の
３
Ｒ
を
推
進
す
る
８
団
体

で
構
成
さ
れ
る
「
３
Ｒ
推
進
団
体
連
絡
会
」
が
２
０
０
５
年
12
月
に
結
成
し
、
２
０
０
６
年
度
か
ら
自

主
行
動
計
画
を
立
て
て
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
を
含
め
た
産
業
廃
棄
物
に
対
し
て
も
、
最
終
処
分
量
の
目
標
値
や
罰
則
を

定
め
た
こ
と
で
、
廃
棄
量
の
削
減
に
も
効
果
を
上
げ
、
２
０
０
５
年
の
４
億
６
０
４
万
ト
ン
か
ら
、

２
０
１
５
年
に
は
３
億
８
５
９
９
万
ト
ン
に
減
少
し
た
。
ま
た
、
景
気
の
波
に
乗
っ
て
右
肩
上
が
り
に

増
え
て
き
た
一
般
廃
棄
物
も
２
０
０
０
年
の
５
４
８
３
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
２
０
０
５

年
に
５
２
７
２
万
ト
ン
、
２
０
１
０
年
に
４
５
３
６
万
ト
ン
、
２
０
１
６
年
段
階
で
は
４
３
１
７
万
ト

ン
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
２
０
１
９
年
２
月
末
時
点
）
。

　

一
方
、
一
般
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
１
９
９
５
～
２
０
０
６
年
ま
で
伸
び
て
き
た
が
、

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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２
０
０
７
年
の
20
・
３
％
以
降
は
ほ
ぼ
横
ば
い
が
続
い
て
お
り
、
２
０
１
６
年
時
点
で
は
20
・
６
％

（
８
７
９
万
ト
ン
）
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
０
０
年
代
半
ば
頃
ま
で
は
３
Ｒ
の
拡
大
が
ご
み
量
削
減
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
ほ
か
、
２
０
０
７
年
以
降
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
頭
打
ち
だ
が
、
ご
み

の
発
生
量
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

▼
陸
域
か
ら
の
流
出
プ
ラ
ご
み
が
７
割
以
上

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
優
秀
な
３
Ｒ
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
し
て
も
、
日
本
に
お
い
て
河
川
や
海
洋
に
流

出
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
推
計
で
年
間
２
万
～
６
万
ト
ン
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。
国
土
全
体
で

広
く
薄
く
発
生
し
て
い
る
、
世
界
全
体
の
排
出
量
の
１
％
に
も
満
た
な
い
プ
ラ
ご
み
の
流
出
を
完
全
に

防
止
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
々
も
、
20
年
以
上
前
か
ら
何
度
回
収
し
て
も
際
限
な
く
発
生
し
続
け
る
流
出

ご
み
と
向
き
合
い
、
清
掃
活
動
を
通
じ
て
環
境
美
化
や
意
識
啓
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ご
み
の
内
訳
と
量

を
調
査
し
、
流
出
ご
み
の
原
因
解
明
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ご
み
の
漂
着
状
況
や
不
法
投
棄
が
発
生
し

や
す
い
現
場
な
ど
、
彼
ら
が
調
査
し
て
判
明
し
た
情
報
は
、
河
川
管
理
や
廃
棄
物
管
理
の
行
政
、
海
岸

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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漂
着
物
管
理
法
の
立
案
な
ど
に
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
調
査
の
結
果
分
か
っ
て
き
た
こ
と
は
、
海
洋
へ
の
流
出
で
は
、
陸
域
か
ら
河
川
や
下
水
を

経
た
プ
ラ
ご
み
が
７
割
以
上
を
占
め
る
と
い
う
事
実
だ
。
陸
域
か
ら
の
流
出
は
、
歩
行
中
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
に
お
け
る
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
山
間
部
や
河
川
へ
の
不
法
投
棄
、
工
業
・
農
業
の
生
産
現
場
や
輸

送
中
の
事
故
な
ど
に
よ
る
流
出
、
台
風
に
よ
る
収
集
し
た
ご
み
の
散
乱
、
豪
雨
時
の
増
水
に
よ
る
河
川

や
下
水
か
ら
の
流
出
、
と
い
っ
た
様
々
な
原
因
が
少
し
づ
つ
複
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

▼
日
本
か
ら
海
へ
、
海
か
ら
日
本
へ

　

海
洋
プ
ラ
ご
み
排
出
量
の
推
計
値
か
ら
も
、
日
本
の
海
岸
に
漂
着
す
る
プ
ラ
ご
み
は
海
外
か
ら
流
れ

て
来
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
向
き
が
多
い
が
、
実
態
は
地
域
に
よ
っ
て
相
当
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

環
境
省
は
、
２
０
１
６
年
度
に
海
洋
ご
み
の
実
態
把
握
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
漂
着
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

製
造
国
別
割
合
の
調
査
で
、
全
国
10
地
点
に
お
い
て
回
収
さ
れ
た
漂
着
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
製
造
国
を
推

定
し
て
い
る
。
外
国
製
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
10
地
点
全
て
で
見
ら
れ
、
奄
美
で
は
外
国
製
の
割
合
が
８

割
以
上
を
占
め
た
ほ
か
、
対
馬
、
種
子
島
、
串
本
、
五
島
で
は
４
～
６
割
が
外
国
製
で
あ
っ
た
。
一
方

第１章　海洋プラスチックごみ問題入門
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で
、
北
海
道
の
根
室
、
函
館
、
九
州
の
豊
後
水
道
に
面
し
た
国
東
で
は
外
国
製
の
割
合
が
２
割
以
下
で
、

日
本
製
が
５
～
７
割
を
占
め
た
。
海
外
か
ら
の
漂
着
に
は
流
出
の
多
い
地
域
か
ら
の
海
流
が
影
響
し
て

お
り
、
日
本
国
内
か
ら
出
た
ご
み
が
多
い
地
域
は
内
水
域
や
北
か
ら
の
寒
流
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
プ
ラ
ご

み
を
含
め
た
海
洋
ご
み
の
収
支
は
、
陸
か
ら
の
流
入
量
が
年
３
０
０
０
ト
ン
、
海
域
で
の
発
生
量
が

１
２
０
０
ト
ン
、
外
海
か
ら
の
流
入
量
が
３
０
０
ト
ン
と
計
４
５
０
０
ト
ン
の
ご
み
が
流
入
し
て
い
る

一
方
、
回
収
さ
れ
る
１
４
０
０
ト
ン
を
除
き
２
４
０
０
ト
ン
は
外
海
に
流
出
、
７
０
０
ト
ン
は
海
底
へ

沈
積
し
て
い
る
と
い
う
。
同
推
計
に
よ
れ
ば
、
総
流
入
量
の
約
７
割
が
陸
か
ら
の
流
入
量
と
な
り
、
外

海
へ
の
流
出
量
は
外
海
か
ら
の
流
入
量
の
７
倍
以
上
と
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
一
部
地
域
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
日
本
全
体
で
ど
れ
だ
け

の
ご
み
が
海
に
流
出
し
、
あ
る
い
は
漂
着
し
て
い
る
の
か
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
海
を

介
し
て
日
本
と
世
界
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
日
本
も
ま
た
海
ご
み
の
排
出
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
が
な
い
。
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▼
使
い
捨
て
プ
ラ
禁
止
で
海
洋
生
物
へ
の
被
害
は
減
る
の
か

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
は
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
を
食
べ
過
ぎ
て
死
亡
し

た
、
ク
ジ
ラ
の
胃
袋
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
袋
が
大
量
に
出
て
き
た
、
ア
ザ
ラ
シ
が
遺
棄
さ
れ
た
漁
具
に
絡
ま
っ

た
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
鼻
に
吐
き
戻
し
に
失
敗
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
詰
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
よ
う

な
海
洋
生
物
へ
の
被
害
状
況
が
、
痛
々
し
い
映
像
や
写
真
と
と
も
に
数
多
く
流
布
し
て
い
る
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製
造
流
通
を
禁
止
し
て
も
、
既
に
環
境
中
に
流
出
し
て
し

ま
っ
た
プ
ラ
ご
み
を
回
収
し
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
被
害
は
減
ら
な
い
。

　

２
０
１
８
年
10
月
に
庄
内
川
・
新
川
の
河
口
（
名
古
屋
市
）
に
大
量
に
漂
着
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

中
に
は
、
20
年
前
に
製
造
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
プ
ラ
ご
み
の
中
に
は
、
劣
化
が
遅
く
、
半

永
久
的
に
海
洋
を
漂
う
も
の
が
多
い
の
だ
。
日
本
政
府
も
回
収
の
重
要
性
に
つ
い
て
「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
問
題
は
回
収
と
発
生
源
対
策
が
両
輪
だ
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

の
充
実
と
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
政
策
に
よ
る
発
生
量
の
削
減
を
進
め
て

い
る
が
、
出
て
し
ま
っ
た
も
の
の
回
収
は
国
民
運
動
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
難
し
い
」
（
環
境
省
）

と
認
識
し
て
い
る
。
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